
 

 

平成２８年８月２５日 

第六管区海上保安本部 

 
 

第８回広島湾水質一斉調査の実施について 
～広島湾再生プロジェクトで 6機関が水質調査～ 

 
 

 第六管区海上保安本部は、「広島湾再生プロジェクト＊１」に参画しています。

９月には関係機関と連携して、広島湾において水質の一斉調査を行います。 

 

第六管区海上保安本部は、「全国海の再生プロジェクト＊２」の一環として実

施されている「広島湾再生プロジェクト」に参画しています。このプロジェク

トのなかで中国地方整備局や広島県などの関係機関と連携して平成２１年から

広島湾における水質の一斉調査を実施してきました。今年は９月１日（木）～

１５日（木）に実施します。 

この調査は、海底付近のＤＯ(溶存酸素量)＊３や海水の透明度などを、広島湾

の多数の場所で同時期に集中して観測し状況を把握することにより、広島湾の

赤潮や貧酸素水塊の発生メカニズムの解明や対策を検討する資料を得ることを

目的としています。 

参加機関や観測項目など詳細は別添のとおりです。 

 

※報道関係者の皆様の同行取材申し込みの受付を行います。 

  同行取材日  ９月５日（月）[予備日６日（火）] 

  取材申込期限 ８月３１日（水）１５時まで 

取材申込方法 左上欄の「問い合わせ先」に電話をお願いいたします。 

 

＊１ 広島湾再生プロジェクト 

全国海の再生プロジェクトの一環として、広島湾において実施する取り組みのこと。 

＊２ 全国海の再生プロジェクト 

閉鎖性海域の水環境の改善を図るため、関係省庁や地方自治体等と連携して、汚濁負

荷削減対策、海域の環境改善対策、環境モニタリング等の各種施策を推進する取り組

みのこと。 

＊３ ＤＯ（溶存酸素量） 

海水中に溶け込んでいる酸素量で、水質汚濁状況を測る指標の一つ。 

問い合わせ先 

海洋情報部海洋調査課長 古河 泰典 

082-251-5111 (内線 2530) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質一斉調査実施時期 平成２８年９月１日（木）～９月１５日（木）   

第８回広島湾水質一斉調査 
～本年９月に、各機関が連携して広島湾において水質一斉調査を行います！～ 

 広島湾再生プロジェクトでは、水質一斉調査の結果を活用することにより、広島湾の赤潮や貧酸素水塊(※１)

の発生メカニズムの解明や対策の検討を進めていきたいと考えています。 

 

  

「調査項目」 
○広島湾再生プロジェクトでは、「底層ＤＯ（※２）」と「透明度」の２つを定量的目標（※３）として掲げており、目標達成

状況を評価するために「底層ＤＯ」と「透明度」を共通調査項目に設定。 

○貧酸素水塊は主に広島湾北部海域の海底付近を中心に発生しており、底層ＤＯは、海底面上 0.5m～2m の深さで測

定を実施。（同時に、水温、塩分についても測定を実施） 

○広島湾に流入する河川では、汚濁負荷の指標であるＣＯＤ（※４）、窒素、リン（※５）などの測定を実施。 

（※１）貧酸素水塊 
水中の溶存酸素濃度が低下した状態の水の塊のことをいいます。主に夏季に発生し、海底付近に生息する生物が死滅するなどの悪影響を及ぼしています。 

（※２）ＤＯ（溶存酸素量） 
 海水中に溶け込んでいる酸素量で、水質汚濁状況を測る指標の一つ。海水中のＤＯが減少すると生物が呼吸できなくなったり、水中の好気性微生物の活動が鈍り水質浄化
能力が衰えるなど、様々な問題を引き起こすといわれています。 
（※３）定量的目標 
夏季底層ＤＯの最低値が、2mg/L 以上。夏季透明度が、北部海域で 1m 以上。 

（※４）ＣＯＤ（化学的酸素要求量) 
水中の有機物等を酸化剤によって酸化する際に消費する酸素量のことをいう。代表的な海域の水質指標として用いられ、数値が大きくなるほど有機物等が多量に含まれてお
り、汚濁していることを示す。 
（※５）Ｔ－Ｎ（全窒素）、Ｔ－Ｐ（全リン） 
Ｔ－Ｎは、アンモニア、硝酸、亜硝酸など全ての窒素化合物を合わせた窒素の量であり、Ｔ－Ｐはリン酸、ポリリン酸その他動植物中のリンなど、水中に存在するリン化合物を
合わせたリンの量である。排水などに含まれる窒素やリンが海域や湖沼に過剰に流入すると富栄養化し、赤潮の発生など水質悪化の原因となる。 
 
 

水質一斉調査を行う地点及び参加機関 

底層ＤＯ（海域） 透明度（海域） 

ＣＯＤ、窒素、リンなど

 

瀬戸内海総合水質調査（国土交通省中国地方整備局） 

環境保全調査（海上保安庁第六管区海上保安本部） 

浅海定線調査（広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター） 

内海東部海域定点観測調査（山口県水産研究センター） 

公共用水域水質調査（広島県、広島市、呉市） 

太田川水系水質調査（国土交通省中国地方整備局） 

瀬戸内海総合水質調査（国土交通省中国地方整備局） 

環境保全調査（海上保安庁第六管区海上保安本部） 

浅海定線調査（広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター） 

内海東部海域定点観測調査（山口県水産研究センター） 

公共用水域水質調査（広島県、広島市、呉市） 
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